
第 1258 回例会 平成 25 年 5 月 22(水) 

<本日の例会プログラム> 

1. 点      鐘     

2． ロータリーソング 

『それでこそロータリー』 

3．会長の時間  

  入会式「高山茂文さん」                

4．幹事報告       5． 出席報告 

6．H・P～BOX 披露     7．委員会報告 

８次年度方針「会長エレクト」 

 各委員長次年度目標 

9．次週例会案内 

  ☆5/29 地区協議会報告 

10．点鐘 

■第 1257回の会長の時間  平成 25 年 5月 15 日 

           ● 会長 村上 實君 

皆さんこんにちは本

日は第 1257 回の例

会です。 

今日は会場が国際会

議場という事で入っ

てきた時に凄いな、

記者会見会場かな

（笑）と思いました。 

私達年度も後6回ほどで私が話すのも後5回ほどで

しょうか、ガバナー事務所のほうに原稿提出があり

まして、1 年間やって来た事、また CLP について

等の追状況を報告しました。皆さんの協力で出来た

こと・少人数のクラブですが非常にまとまりのある

素晴らしいクラブであることを報告しました。 

今日は私の若い頃からの事をお話しようと思いま

す。18 歳で北九州の方へ行きました。タナガタと

繊維セッカイの会社に就職しましてその業務の中

で北海道・四国以外の地域には殆んど出張で行きま

した。全国色々行く中で地域性・人間性の違いを凄

く感じました。その中でも大変良かったのが東北で

す。旅館への宿泊がメインでしたが、その旅館の女

将さん・従業員の方々に大変良くしていただきまし

た。風邪を引き 40 度近い熱を出して倒れたことが

ありましたが、ずっと看病していただき病院にまで

連れて行って頂きまして、料理も漬物も非常に美味

しくてその旅館からは何十年も年賀状などいただ

いております。そういう思いもありますので東北は

私の中で特別良い想いがございます。勿論宮崎にも

何回も来ました、松下電器・ホンダロック・宮崎大

学等当時出張をしながらパナソニックという会社

は凄いなと感じました。当時彦根工場に 1 週間泊り

がけで行き、テーブルデスク等の設備を導入すると

言うことで、当時開発技術部門におりましたので深

く関りました。古い設備を宮崎の方に移動すると言

うことで私もそれに伴い宮崎に来、実家が近くです

ので実家に泊まりながら仕事をした思い出があり

ます。ホンダロックさんからは色んな要望提案がで

ました、「それが出来たらノーベル賞ものですよ、」

という話をした覚えがあります。当時 NC と言うの

が当初で色んな機会が自動化されたのですが機械

本体は 500 万くらいでも、その NC の設備が 1 千

万、2 千万という時代でしたね、それにより完全に

コンピュータ化されて全自動で全ての物が作れる、

しかし昔はまだ半自動でしたが、宮大に行った時に

教授の方々と接して、大学の教授というのは非常に

変わっているな、という感じがしました、しかし人

間的には素晴らしく色々な話をさせてもらい、大変

勉強になりその中で職業奉仕に通じる考えが確立

されたような気が致します。私自身は大変仕事好き

な人間です。息子からも言われます。あと時間に対

しては以前も話しましたが入社当初に会社の社長

から厳しく叱責された時から時間には何があって

も遅れないという事が身に付いたと思います。若い

時期に厳しく指導されたという事は今でも感謝し

ております。当時面白い開発を色々としました。ビ

デクリンも初めて作ったのは当時の会社でした、男

性用の鼻毛切りもそうですが男性社員全員の鼻の

穴の大きさを全部調べました。平均したら 7.8 ミリ

でした。当時将来自動販売機も手がけようと言うこ

とで、缶をどうしようかと言うことになり、どうせ

飲んだらポンと捨てるだろう、自動販売機とセット

で缶の潰す機能を付けようと・・条件的には 100

ボルト以上は必要だろうと、缶も 1000 個以上潰す

実験をしました。設計までしましたが商品化には至
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りませんでした。様々な経験を踏まえての今がある

と言うことですがサラリーマン時代は楽しかった

思い出しかありません。何時まで仕事をしても苦に

はならなかったですね、当時会社のクラブで野球を

しておりましたが唯一自分の中で誇れるのは昔の

平和台球場昔の西鉄ライオンズの本拠地そこで軟

式野球の九州大会があったときにホームランを打

ったことは今でも自慢になっています。身体は小さ

かったのですが飛距離は出せていたのですね。そん

な中でオイルショックがあり、辞めて地元宮崎に帰

り今に至ります。 

■幹事報告        ●幹事 日高 邦孝 

例会変更届け～無し 

＊ 西都RC～5月の例会

案内 

＊ ガバナーノミニー候

補者推薦状について 

＊ 2012－2013 年度ガ

バナーノミニー確定のお知らせ～鹿屋 RC 田

中 俊實会員「プロフィィール添付」 

＊ 新会員の為の地区研修会参加申し込み締め切り

にて最終参加者の確認 

■出席報告   ●出席委員長   原田宗忠君 

会員数     23 名 

出席免除会員   2 名 

出席率   90・5％        

修正～率  87・5％ 

欠席届      3 名 正岡君・田邉君・永野君 

  

■ ハッピーBOX 披露   ●長倉 祐一郎君 

＜ニコニコへ＞ 

● 竹下隆君～4 月セレモニー・新任早々にお祝い

頂き申し訳ありません毎年人の移動時期の最も

慌しい時期で本人がいつも忘れております。有

り難うございます。 

● 岩切正司君～5 月セレモニー・5 月 3 日に無事

60 才を迎えることが出来ました。ありがとうご

ざいました。 

● 藤堂真由美さん～5 月セレモニー・祝っていた

だきありがとうございます。 

＜財団へ＞ 

●藤堂孝一君～仕事がとれました。 

■米山奨学生オリエンテーション報告 

宮原 建樹君 

先日 12 日日曜日に「米山奨学生受け入れオリエン

テーション」が行われ参加して参りました。 

楊さんは来日当初に東京の華国際アカデミーで日

本語の勉強をしっかりとされていますので日本語 

もペラペラですし、日本

に来て 5.6 年経ってい

ますのでとても聡明な

女性でした。 

受け入れに関しても全

く不安も無く皆さんと

も上手く馴染んでくれ

ると思いました。早速 6 月 5 日の例会に来て頂く様

にしました。地区の米山委員長の長嶺さんのことも

良く知っていますので今後連絡相談をしながらカ

ウンセラーとして 1 年間関って行こうと思います。

それから 10 月の地区大会にも楊さんにも来ていた

だきます。また皆様にも協力をお願い致します。 

先週抜けていた報告事項がございまして、次年度構

成の中で会長エレクトとしまして日高邦孝会員に

副会長も兼任していただきます。 

■ 委員会報告         ●太田 忍君 

先週例会体験されました

高山茂文さんですが、理

事会で承認頂き、ご本人

も入会の意思を固められ

ました。来週入会式を行

いますのでよろしくお願

い致します。会員増強をする為に私は常に誰か居な

いだろうか？ということを考えながら、色々な会に

参加しております。その中でロータリーに・佐土原

クラブに合うと感じた人に対しては率直に話をし

ております。今までの経験から行きますと入会まで

至る方はほとんどの方が余り時間を掛けずに直ぐ

に入会の意思を確認できていると思います。現会員

の荒武君、村上君、原田君もそうでした。今後も

30周年には会員数 30名の目標に向かい皆さんと共

に頑張って行きたいと思いますので宜しくお願い

します。            ●荒武 義博君 

米山奨学生オリエンテーシ

ョンの資料の中に質問事項

として「米山奨学生は裕福

な家庭の方が多いように感

じますが、支援の必要があ

るのですか？とありますが

私も同じように思うところ

がありました。 

しかし答えとして、米山奨学生は、経済的に厳しい

から支援するのでは無いと書いてあります。どうい

う人材を奨学生として受け入れるのか？優秀な人

とあります。奨学生の中に何故中国の方が多いの

か？という事も分かりました。幾つかの疑問は解け

た気はしますが、読み進んで行きますと、まだまだ

今後検討改善の余地は十分にあると感じましたの

で、次年度そういうことも踏まえ、米山奨学会委員

を務めたいと思います。 

4 つのテスト 『言行はこれに照らしてから』 

１. 真実かどうか 

２. みんなに公平か 

3.好意と友情を深めるか 

4.みんなのためになるかどうか 


